
 

BabyJam / BabyCandy 

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
会
報 

 
■
東
京
都
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介 

 

姉
妹
都
市
で
あ
る
調
布
市
を
は
じ
め
、
東
京
都
内
で
木
島
平
村
の
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
お
時
間
の
あ
る
方
は
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

①
木
島
平
い
～
な
か
交
流
フ
ェ
ス
タ
in
調
布 

■
期
日
：
10
月
６
日
（
土
） 

■
時
間
：
午
後
２
時
～ 

■
場
所
：
調
布
市
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
） 

 

木
島
平
村
が
誇
る
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
「
鬼
島
太
鼓
」
の
演
奏
と
中
学
生
ダ
ン

ス
チ
ー
ム
「B

e
a
t

☆H
e
a

rts

（
ビ
ー
ト
ハ
ー
ツ
）」
の
演
技
を
行
い
ま
す
。 

ま
た
今
年
は
、
調
布
市
内
の
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
「B

a
b

y
 J

a
m

（
ベ
イ
ビ
ー

ジ
ャ
ム
）」
に
も
出
演
い
た
だ
き
ま
す
。 

最
後
に
、
木
島
平
村
の
特
産
品
が
当
た
る
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
と
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。
別
添
の
招
待
券
を
お
持
ち
い
た
だ
い
た
方
に
は
粗
品
を
贈
呈

し
ま
す
の
で
、
別
紙
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

        

   

②
深
大
寺
稲
刈
り
の
儀 

■
期
日
：
10
月
７
日
（
日
） 

■
時
間
：
午
後
２
時
～ 

■
場
所
：
調
布
市
深
大
寺 

 

村
長
と
深
大
寺
住
職
、
早
乙
女
が
、
深
大
寺
の

客
殿
か
ら
仲
見
世
を
行
列
行
進
し
、
本
堂
前
で

稲
刈
り
の
儀
を
行
い
ま
す
。 

昔
な
が
ら
の
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
早
乙
女
の

稲
刈
り
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

③
調
布
市
商
工
ま
つ
り(

特
産
品
販
売) 

■
期
日
：
10
月
７
日
（
日
） 

８
日
（
月
・
祝
） 

■
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
４
時 

■
場
所
：
市
役
所
前
広
場 

 

④
板
橋
区
民
ま
つ
り(

特
産
品
販
売) 

■
期
日
：
10
月
20
日
（
土
）
～
21
日
（
日
） 

■
時
間
：
20
日 

午
前
11
時
30
分
～
午
後
６
時 

 
 
 
 

21
日 

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分 

■
場
所
：
区
立
板
橋
第
一
中
学
校 

 

Beat☆Hearts 

鬼島太鼓 

平
成
30
年
９
月
14
日
発
行 

 

会
報 

第
183
号 

長野県人会連合会主催 

「ふるさと信州のつどい」 
日時：平成３０年１０月８日（祝）午前 11時開場 

場所：メルパルクホール（港区芝公園 2-5-20） 

会費：4,500 円（弁当・土産つき） 

申込：長野県人会連合会事務局 

    （電話 ０３－５８２９－９３３３） 

※木島平村は参加しません。 



 

長楽寺境内の句碑、姨石、観音堂 

父
の
13
回
忌
と
姨
捨
山 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市 

 

塩
沢 

雄
蔵(

小
見
出
身) 

 

①
父
の
13
回
忌 

 

猛
暑
日
の
続
い
た
８
月
下
旬
、
父
の
13
回
忌
に
帰
郷
し
た
。
法
要
は
小
見

の
実
家
で
行
う
の
で
、
事
前
に
墓
参
り
を
す
る
こ
と
に
。
飯
山
の
ベ
イ
シ
ア

で
花
と
線
香
を
買
い
、
樽
川
を
越
え
中
村
の
農
林
高
校
入
口
を
右
折
し
、
坂

道
を
少
し
上
れ
ば
菩
提
寺
の
稲
泉
寺
。
赤
い
ト
タ
ン
屋
根
の
本
堂
と
、
桃
紅

色
の
古
代
蓮
の
花
が
目
に
つ
く
。
墓
地
は
、
盆
が
過
ぎ
た
ば
か
り
の
せ
い

か
、
ど
の
墓
も
き
れ
い
だ
。
近
く
の
小
川
で
水
を
汲
ん
だ
が
、
流
れ
は
速
く

て
冷
た
い
。
線
香
を
焚
き
、
酒
の
好
き
だ
っ
た
父
を
偲
び
つ
つ
合
掌
。 

 

父
は
12
年
前
の
平
成
18
年
２
月
に
亡
く
な
っ
た
が
、
葬
儀
の
日
は
朝
か
ら

大
雪
だ
っ
た
。
村
道
の
脇
に
と
め
て
お
い
た
車
が
、
葬
儀
を
済
ま
せ
戻
っ
て

く
る
と
、
一
面
の
雪
野
原
で
見
当
た
ら
な
い
。
わ
ず
か
な
盛
り
上
が
り
を
見

つ
け
、
雪
を
取
り
除
い
た
ら
や
っ
と
出
て
き
た
。
降
り
続
く
雪
の
中
、
逃
げ

る
よ
う
に
し
て
帰
っ
た
こ
と
が
、
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

午
後
２
時
か
ら
住
職
を
迎
え
て
法
要
。
そ
の
後
、
真
田
十
万
石
の
城
下
町

松
代
温
泉
へ
。
こ
の
温
泉
は
武
田
信
玄
の
隠
し
湯
と
し
て
知
ら
れ
、
源
泉
は

何
と
黄
金
色
。
兄
弟
７
人
配
偶
者
含
め
総
勢
14
人
の
大
宴
会
は
、
信
濃
の
国

の
あ
と
、
関
東
一
本
締
め
に
て
散
会
。 

 

②
姨
捨
山 

 

翌
日
は
、
千
曲
市
の
姨
捨
山
に
行
っ
た
。
数
年
前
、
信
濃
毎
日
新
聞
社
発

行
、
田
中
欣
一
著
「
新
更
科
紀
行
」
を
購
読
し
、
一
度
は
行
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
た
。
松
代
と
姨
捨
は
目
と
鼻
の
先
だ
。
姨
捨
山
は
、
千
曲
市
と
筑

北
村
の
境
に
あ
る
標
高
１
２
５
０
メ
ー
ト
ル
の
更
級
山
を
さ
し
て
い
た
が
、

山
容
が
冠
を
つ
け
た
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
冠
着
山
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
山
頂
ま
で
登
る
の
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
ふ
も
と
の
長
楽

寺
が
い
つ
し
か
姨
捨
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
だ
。 

 

国
道
18
号
を
南
下
し
、
千
曲
市
役
所
を
少
し
過
ぎ
た
打
沢
交
差
点
を
右 

  

折
し
、
千
曲
川
を
渡
れ
ば
八
幡
地
区
、
そ
こ
か
ら
坂
道
を
少
し
上
れ
ば
姨
捨

山
長
楽
寺
だ
。
射
す
よ
う
な
炎
天
下
に
、
人
影
は
な
い
。
観
音
堂
、
本
堂
、

月
見
堂
と
回
っ
た
が
、
誰
一
人
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
姨
捨
は
日
本
三
大
名

月
の
一
つ
だ
。
境
内
に
は
数
多
く
の
句
碑
が
立
ち
並
び
、
往
時
の
俳
句
人
達

が
、
競
っ
て
名
月
を
観
賞
し
た
様
子
が
偲
ば
れ
た
。 

 

ま
た
、
境
内
中
央
部
に
は
、
高
さ
15
メ
ー
ト
ル
の
巨
岩
（
姨
石
）
が
あ

り
、
登
っ
て
み
れ
ば
、
眼
下
に
色
づ
き
は
じ
め
た
棚
田
、
光
る
千
曲
川
、
善

光
寺
平
、
遠
く
飯
縄
山
を
望
む
一
大
パ
ノ
ラ
マ
。
月
見
堂
の
前
に
、
芭
蕉
翁

面
影
塚
が
あ
り
、 

  

お
も
か
げ
や
姨
ひ
と
り
な
く
月
の
友 

 

の
名
句
が
刻
ま
れ
て
い
た
。 

 

長
楽
寺
の
上
に
あ
る
観
光
会
館
で
、

名
物
更
科
そ
ば
を
食
べ
よ
う
と
立
ち
寄

っ
た
が
、
あ
い
に
く
の
休
日
。
更
埴
イ

ン
タ
ー
入
口
ま
で
結
局
そ
ば
屋
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
回
は
味
わ
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 

帰
路
、
高
速
を
走
り
な
が
ら
思
っ

た
。
先
人
達
が
名
月
観
賞
の
た
め
、
遠

く
険
し
い
信
州
姨
捨
山
ま
で
歩
い
て
き

た
、
そ
の
苦
労
や
如
何
。 

 
会
報
原
稿
募
集
中
！ 

【
毎
月
５
日
ま
で
に
左
記
へ
ご
送
付
く
だ
さ
い
。】 

【
送
付
先
】
〒
３
８
９ 

２
３
９
２ 

木
島
平
村
役
場
内 

ふ
る
さ
と
応
援
団
事
務
局 
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✉seisaku@vill.kijimadaira.lg.jp 


